
アクセシビリティの祭典  

2014年 2月 3日火曜日 10時 30分から 17時 30分 

アクセシビリティとは 

情報のバリアフリー。利用する全ての人が、心身の機能や利用する環境に関係なく、 

提供されている情報やサービスを利用できること 

アクセシビリティは 

福祉を超える 

アクセシビリティ 

＝マシンリーダブル！ 
マシンリーダブルとは 

データやコンテンツなどがデジタル化されており、 

機械やコンピューターで直接読み取って 

利用できる形式であること。 

具体的には、一般的なアプリケーションソフトで 

利用可能なファイル形式や、タグなどの 

マークアップによって構造化されたデータのこと。 

また画像・音声・動画がデジタル化 

されていることなどを指す。 

（出典：デジタル大辞泉） 

セミナーや対談も盛りだくさん！ 

メイン対談：未来のアクセシビリティを考える 

神戸大学大学院工学研究科 教授 

塚本 昌彦氏 

神戸大学大学院工学研究科・教授。工学博士。 

2001 年より研究の一環として HMD の装着

生活を行っている。NPO ウェアラブルコン

ピュータ研究開発機構理事長。 

日本ウェアラブルデバイスユーザー会会長。 

＆ 

株式会社インフォアクシア 代表取締役 

植木 真氏 

Web サイトおよび Web アプリケーションの

アクセシビリティ確保をコンサルティング。国

内外のアクセシビリティ・ガイドライン策定に

も従事。現在はWAIC（ウェブアクセシビリテ

ィ基盤委員会）の委員長を務めている。 

 

ファシリテーター：バスタイムフィッシュ代表 村岡正和氏 

アクセシビリティの祭典実行委員準備室 

実行委員準備期間中のお問い合わせは、情報バリアフリーポータルサイトお問い合わせページの 

メールフォームよりご連絡ください。お電話の方は 078-302-9811までお願いいたします。 

https://lolipop-62451f5f625eed55.ssl-lolipop.jp/inquiry/
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